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第２次御前崎市道路整備計画策定の目的     

御前崎市では、平成 16年 4月の旧浜岡町・旧御前崎町の合併や、平成 21年 6

月の富士山静岡空港の開港など、地域を取り巻く諸情勢を勘案し、平成 19年 3

月に第１次の道路整備計画を策定した。 

今般、第１次計画期間の最終年度を迎え、第１次計画策定後の社会・経済情

勢の変化を踏まえつつ、第２次の道路整備計画策定委員会において次期道路整

備計画に向けた検討を通じて、計画策定を行うことを目的とする。 

特に、平成 23年（2011年）3月 11日に発生した東日本大震災により、津波

災害、原子力災害など防災への対応性を強く認識される契機となった。そのた

め、道路整備においても防災の観点からの検討の必要性が高まっている。 

また、今後の人口減少・高齢社会への対応、地域経済の活性化、地球環境へ

の対応など、道路に課せられた課題は多岐にわたる。 

このような諸状況を勘案し、第２次道路整備計画の策定を行うものとする。 
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I.  道路を取り巻く現状と今後の動向等の把握 
 
１ 現状把握 
１．社会・経済状況 

１－１ 人口及び高齢化の状況 
（１）人口・世帯数の推移 
○近年、御前崎市の人口は減少傾向にあるが、その一方で、世帯数は増加を続け、１世帯当た

り人員は低下している。 

 

 
図 I-1 御前崎市の人口と世帯数 

資料）国勢調査 
 

 
資料）国勢調査 

図 I-2 人口の推移（昭和 55年を 100とした場合） 
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資料）国勢調査 

図 I-3 世帯数の推移（昭和 55年を 100とした場合） 

 

 
図 I-4 御前崎市の世帯数の推移（2000(平成 12)年を 100とした場合） 

 

表 I-1 御前崎市の世帯数の推移 

 
注）65 歳以上夫婦のみ世帯とは、世帯主の年齢が 65 歳以上の場合である。 

資料）国勢調査 
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（２）年齢別人口の推移 
○御前崎市では、総人口が減少する一方で、65歳以上人口は増加し、構成比も上昇している。 

○御前崎市の各年齢層の構成比は、県全体や周辺市とほぼ同じ程度である。 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-5 御前崎市の年齢３区分人口推移 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-6 隣接市の年齢３区分人口の構成比（平成２２年） 

 
 
  

6,857 7,261 6,870 6,486 5,986 5,351 4,861 

20,191 21,994 22,460 22,898 23,363 22,587 21,810 

3,726 
4,190 4,902 5,904 6,710 7,330 

7,826 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

（人）

65歳以上

15～64歳

0～14歳
(       )65.6

(       )65.8 (       )65.6 (       )64.9 (       )64.8
(       )64.0 (       )63.2

(       )22.3 (       )21.7 (       )20.1 (       )18.4 (       )16.6 (       )15.2 (       )14.1

(       )12.1
(       )12.5 (       )14.3 (       )16.7 (       )18.6 (       )20.8

(       )22.7

※（ ）内は構成比

13.7

13.3

14.5

14.2

14.1

62.5

62.0

63.6

63.7

63.2

23.8

24.7

22.0

22.1

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

静岡県

牧之原市

菊川市

掛川市

御前崎市

0～14歳 15～64歳 65歳以上



- 4 - 
 

（３）地域別人口 
○御前崎市中心部の池新田地区に人口が集中しているほか、国道 150号沿線の北側や御前崎地

区に人口の集積が見られる。 

 

 
資料）平成 22 年国勢調査（地域メッシュ統計 500m） 

注）500ｍメッシュで 1000人の場合は 4000 人/㎢に相当する。 

図 I-7 地域メッシュ別人口（夜間人口（平成 22年）） 

 
１－２ 昼夜間人口 
○御前崎市の昼夜間人口比率は、平成 22年で 95.2と平成 12年に比べて低下しており、通勤・

通学で市外へ流出している人のほうが多い。 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-8 昼夜間人口比率の推移 
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１－３ 産業の動向 
（１）事業所数の推移 
○御前崎市の事業所数は、平成 21年まで概ね微増傾向にあったが、近年は減少傾向にある。 

ただ、県全体や周辺市と比べると、過去約 30年間の伸びは大きくなっている。 

 

 
資料）企業・事業所統計調査、経済センサス 

図 I-9 事業所数の推移（民営） 

 
 

資料）企業・事業所統計調査、経済センサス 
図 I-10 事業所数の推移（昭和 56年を 100とした場合） 
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（２）産業別事業所数の構成比 
○事業所数を産業別にみると、御前崎市は県全体や周辺市に比べ、建設業、宿泊業・飲食サー

ビス業、生活関連サービス業・娯楽業の割合が高い。 

 

 
資料）平成 26 年経済センサス 

図 I-11 産業別事業所数の構成比 
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（３）産業別就業人口（常住地就業人口） 

①産業３区分別就業人口 

○近年、御前崎市の就業人口は減少傾向にある。 

○御前崎市の産業３区分別就業人口構成比を県全体と比較すると、周辺市と同様、第１次・第

２次産業割合が高い。 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-12 御前崎市の産業３区分別就業人口の推移【常住地就業人口】 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-13 産業３区分別就業人口の構成比【常住地就業人口】 

 

※常住地とは、各人が常住する（3 ヵ月以上住んでいる、又は 3 ヶ月以上にわたって住むこ

とになっている）場所のこと。 
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②産業大分類別就業人口 

○御前崎市では、サービス業、卸売業、小売業、飲食の構成比が拡大している。 

○県全体や周辺市と比べると、御前崎市は鉱業・建設業、電気・ガス・水道等の割合が高い。 

 

 
資料）国勢調査 

注）集計にあたり、産業分類を一部統合している。 
図 I-14 御前崎市の産業大分類別就業人口構成比【常住地就業人口】 

 

 

 
資料）国勢調査 

注）集計にあたり、産業分類を一部統合している。 
図 I-15 産業大分類別就業人口構成比（平成 22年）【常住地就業人口】 

 

※常住地とは、各人が常住する（3 ヵ月以上住んでいる、又は 3 ヶ月以上にわたって住むこ
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（４）産業別従業人口の推移（従業地就業人口） 
①産業３区分別従業人口 

○近年、御前崎市の従業人口は減少傾向にある。 

○御前崎市の産業３区分別従業人口構成比は、周辺市に比べて第３次産業割合が高い。 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-16 御前崎市の産業別従業人口の推移【従業地就業人口】 

 

 
資料）国勢調査 

図 I-17 産業別従業人口の構成比【従業地就業人口】 

 

※従業地とは、就業者が従業している場所のこと。 
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②産業大分類別従業人口 

○御前崎市では、サービス業、卸売業、小売業、飲食の構成比が拡大している。 

○県全体や周辺市と比べると、御前崎市は鉱業・建設業、電気・ガス・水道等の割合が高い。 

 

 
資料）国勢調査 

注）集計にあたり、産業分類を一部統合している。 
図 I-18 御前崎市の産業別従業人口構成比【従業地就業人口】 

 

 
資料）国勢調査 

注）集計にあたり、産業分類を一部統合している。 
図 I-19 産業別従業人口構成比【従業地就業人口】 

 

※従業地とは、就業者が従業している場所のこと。 
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（５）産業特化係数 
◆静岡県全体の産業別構成比と比べて、当該地域が特化している産業を把握した。 

○御前崎市は、電気・ガス・熱供給・水道業が突出している。 

○一方、情報通信業や金融業・保険業などは低くなっている。 

 

※産業特化係数＝市別産業別従業人口構成比÷静岡県全体の産業別従業人口構成比 

（静岡県全体と同じ構成比の場合は 1.0となる。） 

 

 
 

 
 

資料）国勢調査 
図 I-20 御前崎市と隣接市の産業特化係数 
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２．土地利用、施設立地状況 

２－１ 地目別面積及び構成比 
○過去 10年間において、田、畑の割合が低下し、宅地、山林の割合が上昇している。 

 

 
資料）固定資産に関する概要調書(平成 27 年度 静岡県） 

図 I-21 御前崎市の土地利用構成（平成 27年と平成 17年） 

 

表 I-2 御前崎市の土地利用構成 

 

 
資料）固定資産に関する概要調書（平成 27 年度 静岡県） 

  

11.1

10.2

31.8

30.2

16.7

17.2
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31.7

4.4

4.4

5.8

6.3
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H17

H27

田 畑 宅地 山林 原野 その他

H17 田 畑 宅地 池沼 山林 原野 その他 合計

面積（ha） 551 1,585 830 2 1,500 221 288 4,976
構成比(%) 11.1 31.8 16.7 0.0 30.2 4.4 5.8 100.0

H27 田 畑 宅地 池沼 山林 原野 その他 合計

面積（ha） 507 1,501 855 1 1,573 218 312 4,968
構成比(%) 10.2 30.2 17.2 0.0 31.7 4.4 6.3 100.0
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２－２ 都市計画用途指定状況 
○御前崎市では、市中心部の池新田地区において用途地域が指定されている。 

○県道掛川浜岡線および県道大東相良線沿道に商業系用途が指定されている。 

○国道 150号沿道に工業地域が指定されているが、現状は大規模商業施設が集積している。 

 

 
資料）御前崎市都市計画図、「静岡県の都市計画（資料編）」 

図 I-22 用途地域指定状況  

面積（ha) 構成比（%）

第１種
低層住居専

用地域
19.7 8%

第２種
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第２種
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第１種
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第２種
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近隣

商業地域
6.9 3%
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準工業地域 0 0%
工業地域 39 17%

工業
専用地域

0 0%

合計 289.3 100%
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２－３ 主要施設立地状況 
①商業施設 

○スーパー・コンビニは国道 150 号沿道を中心に立地している。 

 

 
図 I-23 商業施設立地状況（スーパー・コンビニ）   資料）地図上より把握 

 

②金融機関 

○金融機関は主に市中心部の池新田地区や御前崎地区、郵便局は市内各地区に立地している。 

 

 

 

 

No 名称
① 遠州夢咲農協高松支店
② 遠州夢咲農協浜岡中央支店
③ 静岡銀行御前崎中央支店
④ 遠州夢咲農協池新田支店
⑤ 島田信用金庫浜岡支店
⑥ 掛川信用金庫
⑦ 遠州夢咲農協浜岡東支店
⑧ ハイナン農協白羽支店
⑨ 島田信用金庫御前崎支店
⑩ 掛川信用金庫御前崎支店
⑪ ハイナン農協御前崎支店
⑫ 信漁連御前崎支店

資料）国土数値情報（郵便局 H25 年作成） 

銀行は地図上より把握 

図 I-24 金融機関立地状況（郵便局・銀行） 

No 名称
① サークルK御前崎池新田店
② ミニストップ御前崎池新田店
③ ローソン御前崎苗代橋店
④ セブンイレブン御前崎池新田店
⑤ サークルK御前崎新川橋西店
⑥ セブンイレブン御前崎比木店
⑦ ファミリーマート御前崎池新田店
⑧ サークルK御前崎市役所前店
⑨ ローソン御前崎浜岡店
⑩ セブンイレブン御前崎浜岡店
⑪ ファミリーマート御前崎佐倉店
⑫ セブンイレブン御前崎佐倉店
⑬ サンクス御前崎店
⑭ セブンイレブン御前崎白羽店
⑮ サークルK御前崎店
⑯ セブンイレブン御前崎港店
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③工業系の事業所 

○池新田地区と御前崎港に工業地域があるほか、市内各地に事業所が立地している。 

 

 
図 I-25 工業系事業所立地状況   資料）「御前崎市内企業地図」（御前崎市） 

 

④医療・福祉施設 

○第二次救急医療を担う市立御前崎総合病院、その他、各地区に診療所が立地している。 

○介護等の福祉施設は、池新田地区や御前崎地区、佐倉地区などに立地している。 

 

 

 

No 名称
① ナーシングホーム静養館
② 浜岡老人福祉センター
③ 浜岡健康センター
④ 総合保健福祉センター
⑤ 特別養護老人ホーム東海清風園
⑥ 池新田デイサービスセンター
⑦ 佐倉デイサービスセンター
⑧ 日中活動支援施設御前崎作業所
⑨ 灯光園デイサービスセンター
⑩ 御前崎ふれあい福祉センター
⑪ つばき作業所
⑫ 特別養護老人ホーム灯光園

病院
診療所
福祉施設資料）国土数値情報 

（病院・診療所 H26 年作成 福祉施設 H23 年作成） 

（※閉院となった診療所は図から除いている。） 

平成 27 年度御前崎市公共施設白書 

 

図 I-26 医療・福祉施設立地状況 

事業所
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⑤教育・子育て施設 

○市中心部の池新田地区に池新田高校、浜岡中学校が立地、御前崎中学校（組合立）は隣接す

る牧之原市域に立地している。 

○幼稚園・保育園は、市街地・集落地域に広く分散して立地している。 

 

 
資料）国土数値情報（学校 H26 年作成 子育て施設 H23 年作成）、平成 27 年度御前崎市公共施設白書 

図 I-27 教育・子育て施設立地状況 

⑥公共・公益施設 

○市役所は池新田地区に、御前崎支所は御前崎地区に立地している。 

○文化施設や集会施設は、池新田地区や御前崎地区をはじめ、市内各地区に立地している。 

 

 

 

 

高校
中学校
小学校
保育園・幼稚園

市役所
集会施設
文化施設（博物館・美術館等）

No 名称
① 高松公民館
② 新野公民館
③ 朝比奈公民館
④ 比木公民館
⑤ 池新田公民館
⑥ 市民会館
⑦ 佐倉公民館
⑧ 白羽公民館
⑨ 文化会館
⑩ 御前崎公民館

資料）国土数値情報 

（教育系施設 H25 年作成 集会施設、市役所 H22 年作成） 

平成 27 年度御前崎市公共施設白書 

図 I-28 公共・公益施設立地状況 
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⑦公共施設の建築年次（公共施設白書より） 

○築 30年以上の公共施設は、現在では約 3割、10年後には６割以上になると見込まれる。 

 

・人口増と原発立地に伴う税収・交付金等の増加により、昭和 50年代以降に多くの施設が整備 

・特に、小中学校の建て替えが昭和 50年頃から昭和 63年頃に集中 

・築 30年以上の施設は、全体の約 27%（平成 26年時点）。10年後には約 61%が築 30年以上 

 

 

 
 

資料）御前崎市公共施設白書（H26.9、御前崎市） 

図 I-29 公共施設の築年別延床面積 
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２－４ 観光・レジャースポットの分布状況 
（１）市内の観光・レジャースポットと道路網の関係 
○主に市民の利用に供する公園・運動場は浜岡地区に多く存在している。 

○マリンレジャー関連の施設・スポットは御前崎地区に存在している。 

 

 
資料）国土数値情報（公園 H23 年作成）、御前崎市 HP、平成 27 年度御前崎市公共施設白書 

※公園は、面積が 1ha 以上のみを図示している。 

図 I-30 市内の観光・レジャースポット 

 

（２）観光交流客数の推移 
○御前崎市へ来訪する観光・レクリェーション客数は、減少傾向にある。 

○宿泊客数は、平成 14年以降大きく減少した。 

 

 
資料）静岡県観光交流の動向（平成 2～26 年度） ※H14 年までは浜岡町、御前崎町合計 

図 I-31 観光交流客数の推移 
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３．交通基盤状況、交通特性 

３－１ 交通基盤 
（１）交通基盤 

道路網 １）

○御前崎市には、市の東西方向を貫く国道 150 号、掛川市を結ぶ掛川浜岡線、菊川市を結ぶ浜

岡菊川線をはじめ、主要地方道、一般県道により市の骨格が形成され、これらを相互連絡、

補間する 1,2級市道が配置されている。 

 
図 I-32 主要道路網        資料）御前崎市資料 

車線数 ２）

○国道 150号が市内唯一の４車線道路（塩原新田～牛飼交差点）で、国道 150号のその他の区

間や県道、一部市道は２車線である。なお、1,2級市道でも１車線が多く存在している。 

 

図 I-33 道路の車線数 

 

 

資料）国道・県道は平成 22 年道路交通センサスより

把握。その他の道路は航空写真より把握 

※市道は道路幅員 5.5ｍ以上を 2 車線、5.5ｍ未満

を 1 車線とみなした。 
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（２）道路整備状況 
１）道路の整備状況 

○一般国道、主要地方道、一般県道は概ね改良済となっている。 

○１級市道の改良率は 77.2％、２級市道の改良率は 58.1％である。 

注）改良済とは、道路構造令の規格に適合するものをいう。 

 

 

 
資料）静岡県道路現況調書（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

図 I-34 御前崎市内県管理道路の車道幅員 5.5ｍ以上改良率 

表 I-3 県管理道路・市管理道路の整備状況 

 

 
資料）静岡県道路現況調書（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

100.0

94.6

91.5

5.4

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般国道

主要地方道

一般県道

改良済 未改良

77.2

58.1

13.5

22.8

41.9

86.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1級市道

2級市道

その他の市道

延長（ｍ） 改良率（%） 改良率（%） 箇所数 延長（ｍ） 箇所数 延長（ｍ）

１５０号 9,788 9,788 100.0 100.0 170 4,850 1 784

小計（1路線） 9,788 9,788 100.0 100.0 170 4,850 1 784

4,860 4,860 100.0 94.8 31 528 1 85
旧道 74 74 100.0 - 0 0 0 0
新道 1,076 1,076 100.0 100.0 5 49 0 0

小計（1路線） 6,010 6,010 100.0 94.6 36 577 1 85

5,116 5,116 100.0 99.5 6 172 0 0
旧道 107 57 53.2 - 0 0 0 0

御前崎堀野新田線 7,173 7,173 100.0 100.0 2 22 0 0
薄原地頭方線 1,024 1,024 100.0 64.8 0 0 0 0
浜岡菊川線 5,848 5,848 100.0 100.0 5 135 0 0
佐倉御前崎港線 9,809 9,809 100.0 100.0 7 88 0 0
大東相良線 9,534 9,419 98.8 60.0 10 305 0 0

小計（6路線） 38,611 38,446 99.6 88.8 30 722 0 0

54,409 54,244 99.7 91.5 236 6149 2 869

規格改良済 橋梁 トンネル道路
種別

実延長
（ｍ）

新・旧路線名
車道幅員
5.5ｍ以上

一般
国道

一般
県道

主要
地方道

合計（8路線）

掛川浜岡線

相良浜岡線

延長（ｍ） 改良率（%） 延長（ｍ） 改良率（%） 箇所数 延長（ｍ） 箇所数 延長（ｍ）

１級市道 25 49,756 49,278 99.0 38,412 77.2 43 440 1 94
２級市道 71 83,741 82,074 98.0 48,614 58.1 48 552 2 101
その他 1,498 420,651 355,325 84.5 56,774 13.5 172 1,303 0 0

小計 1,594 554,148 486,677 87.8 143,800 25.9 263 2,295 3 195

トンネル
車道幅員5.5ｍ以上

改良済路線名 路線数
実延長
（ｍ）

規格改良済 橋梁
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２）都市計画道路の整備状況 
○都市計画道路の改良率は市全体で 72.3％である。 

○池新田東部線および池新田中央線（(県)掛川浜岡線）の改良率が低い。 

 

 
資料）静岡県の都市計画（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

図 I-35 御前崎市内都市計画道路 

 

表 I-4 都市計画道路の改良率 

 
資料）静岡県の都市計画（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

  

用途地域内 用途地域内 用途地域内

3.3.16 南遠幹線 800 0 800 0 100.0 -
3.3.28 海岸幹線 9,040 1,340 6,510 1,340 72.0 100.0
3.4.29 池新田東部線 1,860 1,640 380 270 20.4 16.5
3.4.30 池新田中央線 1,990 1,990 490 490 24.6 24.6
3.4.31 池新田西部線 2,290 0 2,290 0 100.0 -
3.4.32 大山東町線 2,020 1,670 1,910 1,560 94.6 93.4
3.4.33 池新田南部線 1,270 1,270 1,270 1,270 100.0 100.0
3.4.34 大山本町線 2,320 2,320 1,490 1,490 64.2 64.2
3.4.35 東町海岸線 1,520 1,520 1,431 1,431 94.1 94.1
7.6.1 石塚線 500 500 500 500 100.0 100.0

23,610 12,250 17,071 8,351 72.3 68.210路線

番号 路線名 市全域 市全域 市全域

計画決定（ｍ） 改良済（ｍ） 改良率（％）名称

整備済
整備中
未整備

凡例
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（３）歩道の設置状況 
○幹線道路を中心に歩道の設置がみられるが、国道 150号の一部区間や県道においても歩道が

設置されていない区間が残っている。 

 

 
資料）国道・県道：平成 22 年道路交通センサス       

市道：航空写真、Google ｽﾄﾘｰﾄﾋﾞｭｰを基に把握 

図 I-36 歩道の設置状況 

  

 

歩道有
歩道無

凡　例
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（４）公共交通網（バス路線） 
バス路線 １）

○御前崎市池新田地区から掛川駅、菊川駅へ連絡する路線バスが設定されている。 

○その他、御前崎市内相互の連絡、御前崎市と牧之原市旧相良町を結ぶ自主運行バスが設定さ

れている。 

○バス路線はすべて補助により運行されている。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

資料）御前崎市 HP、しずてつジャストライン株式会社 HP 

図 I-37 御前崎市バス路線図 

 

  

 

路線名 経路

御前崎市内線 御前崎総合病院～御前崎海洋センター

相良浜岡線 御前崎総合病院～相良営業所

相良御前崎線 御前崎海洋センター～相良営業所

菊川浜岡線 浜岡営業所～菊川駅前

掛川大東浜岡線 浜岡営業所～掛川駅前

鬼女新田線 相良営業所循環

萩間線 相良営業所～金谷小学校

藤枝相良線 相良営業所～藤枝駅焼津駅

凡　例
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バス停 300m 圏域 ２）

○バス停からおおむね 5 分以内の到達に相当する 300ｍ圏域の広がりをみると、市街地、集落

においても 300ｍから外れる地域が多くみられる。 

 

  
 

資料）御前崎市 HP、しずてつジャストライン株式会社 HP 

図 I-38 バス停 300ｍ圏域図 

 

  

 

バス停300m圏域

バス路線

凡例


